
参考２-113

最新面の認定のため，粘土状
破砕部の薄片観察を行った。

• 粘土状破砕部において，最新
ゾーン上側（写真右側）では，
粘土鉱物の配列等が卓越し，
直線的に連続する幅約0.2ｍｍ
程度の最新ゾーンが認められ，
最新ゾーンに含まれる最も直
線性・連続性が認められる面を
最新面(Y面)として認定した。

• 最新ゾーン中央～下側（写真
中央～左側）では，最新ゾーン
幅と同程度の開口幅を持つ割
れ目＊が認められ，最新ゾーン
東側及び西側の面に沿って薄
い粘土質物質が確認できる（補
足説明資料P.参考2-116参照）
ことから，薄片作製時に最新
ゾーン内の粘土質物質が逸失
した区間と判断され，最新ゾー
ンとして認定可能である。東側
及び西側の面に沿う薄い粘土
質物質は最新面の可能性のあ
るY面として認定できる。

→上

W
↑

↓
E

1mm0

薄片(オープンニコル）

薄片(クロスニコル）

拡大範囲

→上

W

E

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

2cm0薄片
（クロスニコル）

最新
ゾーン

最新
ゾーン

拡大写真位置（補足説明資料P.参考2-115, 参考2-116参照）

→上

W
↑

↓
E

断層の最新面の認定（1/4）：薄片観察（1/4）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

淡灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

最新
ゾーン

最新
ゾーン

注） 最新ゾーン上側（写真右側）には，薄片作製時の分離により，最新面
(Y面)の認定が困難な部分があるが，最新ゾーンの認定は可能である。

フィリプサイト脈の両端 最新面(Y面)

薄片作製時に 最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失した区間
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＊： 薄片作製時に最新ゾーン内の粘土質物質が逸失した区間。

2.6 フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価（薄片C）（11/17)



参考２-114

最新ゾーン

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 0°回転

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 30°回転

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 60°回転 2mm0

→上

W

E

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

2cm0薄片
（クロスニコル）

最新ゾーン

最新ゾーン

ニコル振動方向

回転角0°

断層の最新面の認定（2/4）：薄片観察（2/4）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

拡大写真位置（補足説明資料P.参考2-115, 参考2-116参照）

• クロスニコル下でステージを
回転することにより，最新ゾー
ンでは，周囲の粘土状破砕部
に比べて，粘土鉱物の配列が
卓越して認められる。

• 回転角30°の薄片写真の右
側では，粘土鉱物の配列が直
線的に連続し，幅約0.2ｍｍの
最新ゾーンが認定される。

• 最新ゾーン中央～下側（写真
中央～左側）では，最新ゾーン
幅と同程度の開口幅を持つ割
れ目＊が認められ，最新ゾーン
東側及び西側の面に沿って薄
い粘土質物質が確認できる（補
足説明資料P.参考2-116参照）
ことから，薄片作製時に最新
ゾーン内の粘土質物質が逸失
した区間と判断され，最新ゾー
ンとして認定可能である。東側
及び西側の面に沿う薄い粘土
質物質は最新面の可能性のあ
るY面として認定できる。

＊： 薄片作製時に最新ゾーン内の粘土質物質が逸失した区間。

**

ニコル振動方向

回転角60°

ニコル振動方向

回転角30°
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参考２-115

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈

最新面の
可能性のあるY面

（最新ゾーンの両側にみられる
直線的でごく薄い粘土質物質の
部分とした）

拡大写真 薄片(オープンニコル）解釈線有り

→上

W
↑

↓
E淡灰色火山礫凝灰岩

粘土状破砕部

0 0.5mm

→上

W
↑

↓
E

拡大写真 薄片(オープンニコル）解釈線なし

フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間

断層の最新面の認定（3/4）：薄片観察（3/4）

最新ゾーン 最新ゾーン

• 粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列が卓越して認められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ程度の部分を最新ゾーンとして認定した
（補足説明資料P.参考2-113，参考2-114参照）。

• フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間では，最新ゾーンの東側及び西側の面に沿って最新面の可能性のあるY面が認定できる。
このうち，西側の面に沿うY面を最新面とすると，フィリプサイト脈を後述の活動性評価に用いることは可能と判断される。
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参考２-116

拡大写真 薄片(クロスニコル）

薄片スケッチ

→上

W
↑

↓
E

0 0.5mm

フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間

淡灰色火山礫凝灰岩

0 0.5mm

粘土状破砕部

最新ゾーンの両側にみられる直線的でごく薄い粘土質物質*

→上

W
↑

↓
E

断層の最新面の認定（4/4）：薄片観察（4/4）

最新ゾーン 最新ゾーン

最新ゾーン 最新ゾーン

• 粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列が卓越して認められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ程度の部分を，最新ゾーンとして
認定した（補足説明資料P.参考2-113，参考2-114参照）。

• フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間では，最新ゾーンの東側及び西側の面に沿って最新面の可能性のあるY面が認定で
きる。このうち，西側の面に沿うY面を最新面とすると，フィリプサイト脈を後述の活動性評価に用いることは可能と判断される。

フィリプサイト脈及
びフィリプサイトの
微小結晶集合体

粘土鉱物が強い
配向を示す断層
内物質

岩片・鉱物片

粘土鉱物の配向
が弱い断層内物
質

スケッチ 凡例

淡灰色火山礫凝
灰岩

薄片作製時の
分離面

＊： 薄片作製時に最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失。

フィリプサイト脈の両端

最新面の
可能性のあるY面

（最新ゾーンの両側にみられる
直線的でごく薄い粘土質物質の
部分とした）
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フィリプサイト脈及
びフィリプサイトの
微小結晶集合体

粘土鉱物が強い
配向を示す断層
内物質

岩片・鉱物片

粘土鉱物の配向
が弱い断層内物
質

スケッチ 凡例

淡灰色火山礫凝
灰岩

薄片作製時の
分離面

拡大写真 薄片(クロスニコル）

薄片スケッチ

0 0.5mm
淡灰色火山礫凝灰岩

0 0.5mm

粘土状破砕部

最新ゾーンの両側にみられる直線的でごく薄い粘土質物質*

• フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間では，最新ゾーン西側の面に沿うY面を最新面(Y面)とすると，フィリプサイト脈は最新面(Y面)に接して
分布する。

• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新面の可能性のあるY面に接して晶出し，フィリプサイトの微小結晶集合体の晶出後
に破壊は認められない（補足説明資料P.参考2-118参照）。

• 以上のことから，フィリプサイト脈は最新面の可能性のあるY面を横切っていないものの，最新面の可能性のあるY面に接するフィリプサイトの微
小結晶集合体に破壊がないことから，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

最新面に接するフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（1/2）：薄片観察（1/2）

詳細写真 ｃ１（補足説明資料P.参考2-118参照）

最新ゾーン 最新ゾーン

最新ゾーン 最新ゾーン

→上

W
↑

↓
E

→上

W
↑

↓
E

フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間

＊： 薄片作製時に最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失。

フィリプサイト脈の両端

最新面の
可能性のあるY面

（最新ゾーンの両側にみられる
直線的でごく薄い粘土質物質の
部分とした）
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参考２-118

粘土状破砕部

詳細写真 ｃ３

0 0.1mm

→上

W
↑

↓
E

0 0.05mm

0 0.05mm

• 最新面の可能性のあるY面に接する区間において，フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊は認められない（詳細写真ｃ１及び詳細
写真ｃ２）。

• フィリプサイトの微小結晶集合体には，最新面の可能性のあるY面から直交方向に晶出するものが多く認められ，最新面の可能性のあるY面に平行な方
向への配列は認められない（詳細写真ｃ３）。

• したがって，最新ゾーン西側の面に沿うY面を最新面とすると，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

詳細写真ｃ１ 薄片(オープンニコル）

詳細写真 ｃ２

詳細写真 ｃ３

フィリプサイトの微小結晶集合体 最新面の可能性のあるY面上から
直交方向に晶出するフィリプサイトの微小結晶集合体

最新面に接するフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（2/2）：
薄片観察（2/2）

最
新

ゾ
ー

ン

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈

最
新

ゾ
ー

ン

最新面の可能性のあるY面

最新面の可能性のあるY面

最新面の可能性のあるY面

フィリプサイトの
微小結晶集合体

詳細写真 ｃ２
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参考２-119

フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：まとめ

【フィリプサイト脈の確認】

X線分析，EPMA分析及び薄片観察により，フィリプサイト脈を確認した。
• X線分析により，断層内物質中にフィリプサイトが検出される。

• EPMA分析により，EPMA用薄片で観察されるフィリプサイト脈は，元素マップでKとNaに富むフィリプサイトの化学組成に一致するこ
とを確認した。

• 薄片観察により，粘土状破砕部中に低屈折率及び低複屈折のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈を確認した。

【最新面の認定】
• 薄片観察により，粘土状破砕部において，最新ゾーン上側では，粘土鉱物の配列が卓越して認められ，直線的に
連続する幅約0.2ｍｍ程度の部分を，最新ゾーンとして認定し，最新ゾーンに含まれる最も直線性・連続性が認めら
れる面を最新面(Y面)として認定した。
• 最新ゾーン中央～下側のフィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間では，粘土質物質が逸失している割れ目の
東側及び西側の面に沿って薄い粘土質物質が確認され，最新面の可能性のあるY面として認定できる。

【最新面に接するフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価】

• フィリプサイト脈は，最新面の可能性のあるY面に接して分布する。
• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新面の可能性のあるY面に接して晶出し，フィリプサイ
トの微小結晶集合体の晶出後に破壊は認められない。
• したがって，最新ゾーン西側の面に沿うY面を最新面とすると，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断
される。

薄片Cの観察では，フィリプサイト脈が最新面の可能性のあるY面に接して分布し，そのフィリプサイト脈中
のフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊は認められない。
このフィリプサイト脈は最新面の可能性のあるY面を横切っていないものの，最新面の可能性のあるY面に
接するフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊がないことから，フィリプサイト脈の形成以降の断層活動は
ないと判断される。
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